
ニューヨーク州 カリフォルニア州

審
理
の
公
開

　少年の事件は，刑事
裁判所で取り扱われる
事件を除き（注１），
家庭裁判所で取り扱わ
れるところ，その審理
は公開である。
　ただし，家庭裁判所
は，一般公衆の傍聴を
認めないことができ
る。

　少年の事件は，刑事
裁判所で取り扱われる
事件を除き（注２），少
年裁判所で取り扱われ
るところ，その審理は
非公開である。
　ただし，少年裁判所
の審理は，殺人，現住
建造物放火等一定の重
大事件の場合は公開で
ある。

　少年の事件は，クラウ
ン裁判所（刑事法院）及
び治安判事裁判所で取り
扱われる事件を除き（注
３），青少年裁判所で取
り扱われるところ，その
審理は非公開である。

　少年の事件は，少年
裁判所（注４）で取り扱
われるところ，その審
理は非公開である。
　ただし，少年裁判所
の審理は，青年又は成
人と共に起訴されてい
る場合は原則として公
開である(注５）。

　少年の事件は，違警罪
裁判所，少年係判事，少
年裁判所，少年重罪法院
（注７）で取り扱われると
ころ，その審理はいずれ
も非公開である。

被
害
者
の
傍
聴

　家庭裁判所が一般公
衆の傍聴を認めない場
合でも，事件に直接の
利害関係を有する者が
家庭裁判所の許可を受
けたときは傍聴が認め
られるため，被害者は
そのような場合には傍
聴できる。

　被害者は少年裁判所
の審理を傍聴できる。

　青少年裁判所の許可を
受けた者は傍聴が認めら
れるため，被害者はその
ような場合には傍聴でき
る。

　被害者は，少年裁判
所の審理を傍聴できる
ほか，一定の重大事件
(注６）の被害者は公訴
参加人として出席でき
る。

　被害者は，上記各裁判
所の審理を傍聴できるほ
か，上記各裁判所に対
し，犯罪により生じた損
害の賠償を求めて私訴を
提起することができ，こ
の場合には私訴原告とし
て出席できる。
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（注６）
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〔ドイツ〕
　少年裁判所は，少年係裁判官，少年参審裁判所，少年裁判部の総称である。
　　少年係裁判官は，教育処分，懲戒処分，１年以下の少年刑（拘禁刑）に当たる事件を取り扱う。
　　少年参審裁判所は，他の裁判所が扱う事件以外の事件を取り扱う。
　　少年裁判部は，一定の重大事件(殺人，強盗致死，放火致死等)等を取り扱う。

〔フランス〕
　違警罪裁判所は，４級以下の違警罪の事件を取り扱う。
　少年係判事は，軽罪事件，５級違警罪の事件を取り扱う。
　少年裁判所は，１３～１５歳の重罪事件，軽罪事件，５級違警罪の事件を取り扱う。
　少年重罪法院は，１６，１７歳の重罪事件を取り扱う。
　なお，違警罪は，罰金等が科せられる犯罪，軽罪は，１０年以下の拘禁刑，罰金等が科せられる犯罪，重罪は，無期又は１０年以上３０年以
下の有期懲役又は禁錮等が科せられる犯罪である。

(3)少年裁判所が，刑事裁判所に起訴するよう指示する命令を発した場合

(1)直接起訴されるもの
　・犯行時１４歳以上の少年が，故意かつ金銭目的による場合又は謀殺前科がある場合の故殺であって，少年自ら被害者を殺害した場合等
(2)検察官の裁量で起訴できるもの
　・犯行時１６歳以上の少年が，故殺，放火，強盗，強姦等の重大犯罪を犯した場合
　・犯行時１４歳以上１６歳未満の少年が，成人であれば死刑又は無期刑を受ける可能性がある罪を犯した場合等

公訴参加は，殺人，傷害，強姦，監禁等の一定の重大事件で認められている。

青年とは１８歳以上２１歳未満の者，成人とは２１歳以上の者をいう。
青年又は成人と共に起訴されている場合でも，少年の教育上の利益から見て必要であるときは，公開しないことができる。

〔アメリカ・ニューヨーク州〕
　一定の重大事件（１３歳～１５歳の者が犯した第２級謀殺，１４歳，１５歳の者が犯した第１級誘拐，第１級放火，第１級暴行，第１級故
殺，第１級強姦等の罪）は，刑事裁判所で取り扱われる。
　なお，刑事裁判所の審理は公開である。

〔アメリカ・カリフォルニア州〕
　次の(1)～(3)の場合は，刑事裁判所で取り扱われる。なお，刑事裁判所の審理は公開である。

〔イギリス(イングランド及びウェールズ）〕
　(1)謀殺罪，(2)法定刑が無期刑の罪等の重大事件，(3)成人であれば１４年以上の拘禁刑に処することが可能な重罪等を犯した場合で，量刑の
ために青少年裁判所から移送されるとき等は，クラウン裁判所（刑事法院）で取り扱われる。なお，クラウン裁判所の審理は公開である。
　成人と共に起訴された場合で，罰金等の軽い処分が相当な事件等は，治安判事裁判所で取り扱われる。なお，治安判事裁判所の審理は公開で
ある。


